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１．交通会議の設置目的
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・平成２６年に改正された「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」に基づき、地方公共団体は
「地域公共交通網形成計画」の策定が可能になりました。
・計画策定に当っては、必要な協議を行うため、法で定められた関係者で構成される協議会を組織する
必要があります。（地域公共交通の活性化及び再生に関する法律第6条2項）
・本市では、平成19年1月に道路運送法に基づく「萩市地域公共交通会議」を設置していることから、平
成29年11月に設置要綱の改正を行い、交通会議に必要な関係者を加えることで、「地域公共交通の活
性化及び再生に関する法律」に基づく協議会とします。今後の計画策定、事業実施に関しては、本会
議の協議を踏まえながら、検討を進めることにします。

萩市地域公共交通会議（平成19年1月）

道路運送法の規定に基づき、地域における需要に応じた住民の生活に必要なバス等の旅
客輸送の確保その他の旅客の利便の増進を図り、地域の実情に即した輸送サービスの実
現に必要となる事項を協議するために設置

萩市地域公共交通会議（平成29年11月改正）

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の規定に基づき、地域公共交通網形成計画
の作成及び実施に関する協議を行うため、及び道路運送法の規定に基づき、地域における
需要に応じた住民の生活に必要なバス等の旅客輸送の確保その他旅客の利便の増進を図
り、地域の実情に即した輸送サービスの実現に必要となる事項を協議するために設置

設置要綱改正に伴い、網形成計画の策定に必要な法
定協議会の機能を追加



２．交通会議の役割
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■地域公共交通網形成計画の作成及び実施に関
する協議を行うための実行機関としての役割

■行政・交通事業者・住民・関係機関等の方々が
協働し、議論を深め、萩市の地域特性に応じた
持続可能な公共交通ネットワークの道筋を示し、
実行する役割



※資料：国土交通省
「人とまち、未来をつなぐネットワーク～地域公共交通活性化再生法の一部改正～」参照

３．地域公共交通網形成計画とは
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・地域公共交通網形成計画は、「地域にとって望ましい公共交通網のすがた」を明らかにす
る「マスタープラン」としての役割を果たすものです。
・まちづくりと連携し、かつ全体的な公共交通ネットワークを再構築するために実施する、具
体的な事業について記載します。

■地域公共交通の「マスタープラン」

～地域公共交通網形成計画の主な記載事項～

〔記載する事項〕
①持続可能な地域公共交通網の形成に資する地域公共交通の活性化及び
再生の推進に関する基本的な方針

②計画の区域
③計画の目標
④③の目標を達成するために行う事業・実施主体
⑤計画の達成状況の評価に関する事項
⑥計画期間
⑦その他計画の実施に関し地方公共団体が必要と認める事項



４．策定上の留意点
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・まちづくり等の地域戦略との一体性の確保
・地域全体を見渡した総合的な公共交通ネット
ワークの形成
・地域特性に応じた多様な交通サービスの組合せ
・住民の協力を含む関係者の連携
・広域性の確保
・具体的で可能な限り数値化した目標



５．計画を策定する意義
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・自治体の地域公共交通政策の「憲法」
・まちづくりとの連携強化
・関係者間の連携強化
・公共交通機関同士の役割分担の明確化と連携
強化
・政策の継続性の確保



平成３２年度 ～ 平成３６年度

６．計画範囲
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・萩市全域を対象
とします。

７．計画年度

・計画の区域

萩市

阿武町


